
 

 

 

 

 

件名（事業名） プログラミング教育推進セミナー 

実 施 年 月 日       E 平成３０年８月３日（金）１３時２０分 ～ １７時００分 

A実 施 場 所       E 

（会 場） 

（会場名）鳥取県立倉吉未来中心 セミナールーム３ 

（所在地）鳥取県倉吉市駄経寺町２１２－５ 

A主 催 者       E 総務省中国総合通信局、中国情報通信懇談会 

後  援  者 
鳥取県教育委員会、倉吉市教育委員会、（一社）鳥取県情報産業協会、 

全国商工会連合会 

A実 施 内 容       E 

（参加人員） 

 

・開会挨拶 中国総合通信局 情報通信部長 野尻 誠 

・基調講演 

演題：プログラミング教育必修化に向け何をすべきか 

  講師：武蔵野学院大学 国際コミュニケーション学部 准教授 上松 恵理子 氏  

・事例発表Ⅰ 

演題：滋賀県の小学校におけるプログラミング教育実践事例  

～プログラミング的思考を育む授業パッケージの開発を通して～ 

 講師：滋賀県総合教育センター 研修指導主事 小林 大輔 氏   

・事例発表Ⅱ  

 演題：相模原市の小学校におけるプログラミング教育の取組 

 講師：相模原市教育委員会 教育局 学校教育部教育センター 

学習情報班 指導主事 渡邊 茂一 氏 

・事例発表Ⅲ 

演題：必修化に向けた指導教員養成と算数科の教材開発について 

講師：特定非営利活動法人 みんなのコード 主任講師 福田 晴一 氏 

・総務省説明Ⅰ 
  演題：地域ＩＣＴクラブの展開 
  講師：総務省 情報流通行政局 情報流通振興課 情報活用支援室 
     課長補佐 本橋 充成 
・総務省説明Ⅱ 

演題：防災拠点としての学校へのWi-Fi整備 
講師：中国総合通信局 情報通信部長 野尻 誠 

・機器展示者（五十音順で紹介） 
（株）内田洋行、（株）大日本印刷、（株）ナリカ、 

松江市／NPO法人Rubyプログラミング少年団、特定非営利活動法人みんなのコード 
 

■参加者数：１００名 

 

所 要 経 費 別紙「収支決算書」のとおり 
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